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本書は、平成24年度に財団法人松江市教育文化振興事業団が実施した茶臼山団地開発に伴 う山代

沖田遺跡発掘調査報告書である。

本書で報告する発掘調査は有限会社宅建興産から松江市教育委員会が依頼を受け、財団法人松江

市教育文化振興事業団が実施した。
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調査に至る経過

第 1章 調査に至る経過

平成23年 12月 12日 、有限会社宅建興産から、当該地において宅地造成を行 うため、試掘調査依頼書

が松江市教育委員会文化財課に提出された。この依頼を受けて文化財課では12月 20日 に 6箇所の トレ

ンチ (T-1～T-6)を設定し、12月 26・ 27日 に遺跡の有無確認のため試掘調査を実施した。

調査の結果、T-1・ T-2からは耕作土直下の層から直径10～40cmの柱穴と思われるピット数点を

検出するとともに、土師器・須恵器片も数点出土した。T-3からは石組みの裏込めと思われる石を伴

う土坑が検出された。遺物が出上していないため時期については判断できないが、井戸の跡と推測さ

れる。また、T-4からは、深さは20cm程度の平面形は不整形の土坑が見つかり、その覆土からは土

師器・須恵器の細片が多数出上した。なお、山裾側に設定したT-5、 T-6からは遺物・遺構は検出

されなかつた。この調査結果からT-1～T-4周辺には遺跡が存在することが確認されたため、字名

から当該地を山代沖田遺跡とした。

この調査結果を平成24年 1月 13日 に有限会社宅建興産へ回答し、 1月 23日 に土地所有者から遺跡発

見の届出が提出された。この間、有限会社宅建興産と協議を重ねたが、当初予定していた 6m幅の進

入路を4mに縮小することは可能であるが、計画の根本的な変更は困難との結論に達した。また、工

事の着手についても急を要することから、 2月 13日 に埋蔵文化財発掘の届出について提出がなされた。

この届出に対し、島根県教育委員会から道路新設予定地については工事着手前に本調査を実施するよ

とヽ＼

§
・ミⅢ
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第 1図 開発予定地と調査範囲図 (S=1:2,000)
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第 1章 調査に至る経過

う指示が出された。なお、当時は宅地部分の造成計画が決まっていなかったため、宅地部分について

は工事計画が決まり次第、発掘の届出を提出することで事業者である有限会社宅建興産と確認した。

島根県教育委員会の指示を受けて 3月 2日 に宅建興産から埋蔵文化財の発掘調査についての依頼が

提出され、 4月 2日 に発掘調査の委託契約を締結、 4月 6日 に財団法人松江市教育文化振興事業団に

より現地の発掘調査が開始された。

発掘調査は 4月 20日 までの 2週間をかけて実施された。

しかし、 5月 16日 に有限会社宅建興産から、造成計画変更の協議があり、道路予定地も変更となつ

た。これを受けて再度 7月 12日 に埋蔵文化財の発掘の届出の提出がなされ、前回と同様、道路新設予

定地については工事着手前に本調査を実施するよう島根県教育委員会から指示が出された。この指示

を受けて、 7月 30日 に有限会社宅建興産と松江市は変更契約を締結し、 8月 6日 から道路計画変更部

分について調査を実施するに至った。

この間も、 8月 20日 に宅建興産か ら

当初は道路幅 4mの計画であったが、幅

6mに計画を変更すると旨の協議があり、

このため、調査期間中に調査区域を西側   /
へ 2m拡張することとなつた。

結果的に、発掘調査は 9月 14日 に終了

した。

調査の結果から、 9月 19日 に島根県教

育委員会と遺跡の取扱い協議を行い、 9

月20日 に「記録保存はやむをえないも

の」とする回答を受けた。

0          1:800         40m

第 2図 調査前地形測量図 (S=1:800)
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位置と歴史的環境

第 2章 位置と歴史的環境

山代沖田遺跡は、島根県松江市南郊、山代町沖田364番外 4筆に所在する。

本遺跡周辺は、『出雲国風上記』に「神名樋野」と称されている茶臼山 (標高171.5m)の南西麓に

あたり、地形は標高20m程の緩傾斜地である。茶臼山の南麓には同じような緩傾斜地が続き、東側に

は意宇川によって形成された沖積平野が広がり穀倉地帯となつている。

茶臼山周辺は遺跡が多数存在し、古くから人々が生活を営んできたところである。石器時代の黒曜

石製細石核が市場遺跡 (3)で、玉髄製石核、剥片が下黒田遺跡 (8)で発見されている。

縄文時代の遺跡は、意宇平野の北縁部に石斧や後期の磨消縄文土器が出土したオ塚遺跡 (52)、 少

し離れた大橋川にそそぐ馬橋川中流域に糸電文後・晩期の上器が多く出上した石台遺跡 (49)が ある。

弥生時代の遺跡は、前期から中期の溝状遺構を中心として土坑や住居跡が検出された布田遺跡

(42)、 後期の水田跡が発見された上小紋遺跡 (50)や 向小紋遺跡 (51)が ある。

古墳時代中後期には大型古墳が築造される。全長94mの前方後方墳の山代二子塚古墳や一辺45m以

上の山代方墳 (33)、 大庭鶏塚 (31)、 永久宅裏古墳 (48)、 東淵寺古墳 (9)な どがある。また、本

遺跡から南側の岡田山古墳群の 1号墳からは「額田部臣」の銘文が刻まれた円頭大刀が出土している。

また、意宇平野周辺部の丘陵斜面には、十王免横穴群 (37)、 狐谷横穴群 (36)、 安部谷横穴群 (25)

など石棺式石室の形態をまねた大規模な横穴群が点在している。

律令時代になると意宇平野とその縁辺には出雲国府跡 (22)を はじめ意宇郡家、意宇軍団、駅、山

代郷正倉跡 (2)な ど政治上重要な施設が設置され、新造院も山代郷内に 2カ 所あつたことが『出雲

国風上記』にみえる。山代南新造院跡は山代郷新造院跡 (四王寺跡)(5)に、北新造院跡は来美廃

寺跡 (35)に比定される説が最も有力である。また、意宇平野の北側には出雲国分寺 (40)や 国分尼

寺 (43)が建立され、この一帯は古代出雲の政治と文化の中心地として栄えていたことが窺われる。

山代郷南新造院 (四王寺)に瓦を供給していた瓦窯が小無田Ⅱ遺跡 (53)で 3基確認されている。

中世の遺跡としては出雲国造館跡 (13)、 中竹矢遺跡 (44)、 長峯遺跡 (45)が あり、中世以降の遺

物が出土している。特に出雲国造館跡からは南宋から輸入された青磁、白磁片が大量に出上している。

茶臼山南西麓には14～ 16世紀の遺跡が多く、山代郷正倉跡 (第 9調査区)で、南北朝から室町時代の

ものと考えられる天目茶碗や備前の播鉢、中国青磁などを伴 う時期の建物跡群が検出された。また、

山代郷南新造院跡 (四王寺跡)か らも14～ 16世紀代のものと思われる中国青磁、石鍋などが出土し、

この付近に中世有力者の建物跡の存在を窺わせた。他に黒田館跡 (7)、 小無田遺跡 (6)、 下黒田遺

跡 (8)、 市場遺跡からも柱穴や建物跡がみつかつている。本遺跡に近い市場遺跡からは土師器、須恵

器の他に瓦質土器や輸入陶磁器が出土し、柱穴や土坑が検出され、柱穴内の出土遺物から近世初頭を

合む中世の建物跡と考えられている。市場遺跡の南西側には多数の五輪塔や宝筐印塔が出土した内堀

石塔群 (4)があり、その近くには観音堂がある。茶臼山城跡 (30)は、宍道湖 。中海を合め広範囲

を見渡せる立地や他の城砦との位置関係から重要な山城であつた可能性が高いと考えられている。

明治年間に作成された地籍図にみられる字名には、茶臼山周辺の地勢や歴史的な様相を示すものが

ある。第 3図をみると、光泉寺、光徳庵、寺ノ前、師王寺など寺院、仏教に関するものや市場、鍛冶

場などの生活に関わるもの、内屋敷や小門の屋敷に関係するものなどがみられ、中～近世以降周辺が

-3-



第 2章 位置と歴史的環境

どの よ うな領域であったか窺い知 ることができる。光泉寺、光徳庵 の存在 を具体的 に知 る文献 はない

が、調査 区北側 の民家の屋号 はま さに光泉寺であ り、寺庵が存在 していたことを示唆するものである。

【参考文献】

島根県教育委員会『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告X』 平成 6年

島根県教育委員会『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告Ⅶ』 1990年

島根県教育委員会『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告Ⅲ』 1984年

松江市教育委員会『出雲国造館跡発掘調査報告書』 1993年

松江市建設部建築課 松江市教育委員会『下黒田遺跡発掘調査報告書』 昭和63年

松江市教育委員会 (財)松江市教育文化振興事業団『黒田畦遺跡発掘調査報告書』 1995年

松江市教育委員会 (財)松江市教育文化振興事業団『小無田Ⅱ遺跡発掘調査概報』 1997年

0       1:5,000     20m

第 3図 調査区周辺の字名 (S=1:5,000)

(風上記の丘地内遺跡発掘調査報告Ⅲより抜粋)
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位置と歴史的環境

慟

ｔ

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

山代沖田遺跡

出雲国山代郷正倉跡

市場遺跡

内堀石塔群

山代郷南新造院跡

(四王寺跡)

小無田遺跡

黒田館跡

下黒田遺跡

東淵寺古墳

大庭小学校校庭遺跡

団原古墳

黒田畦遺跡

出要国造館跡

大石古墳群

秋上家古墓群

大石横穴群

荒神谷・後谷古墳群

18 岡田山古墳群

19 岩屋後古墳

20 御崎山古墳

21 樋国玉作跡

22 出雲国府跡

23 大草玉作遺跡

24 古天神古墳

25 安部谷横穴群

26 大草岩船古墳

27 東百塚山古墳群

28 西百塚山古墳群

29 大谷横穴群

30 茶臼山城跡

31 大庭鶏塚

32 山代二子塚

33 山代方墳

34 井出平山古墳群

35 来美廃寺

0         1:25,000        1km

36 狐谷横穴群

37 十二免横穴群

38 廻田古墳群

39 上竹矢古墳群

40 出雲国分寺

41 出雲国分寺跡 附古道

42 布田遺跡

43 出雲国分尼寺跡

44 中竹矢遺跡

45 長峯遺跡

46 才ノ峠遺跡

47 平所遺跡

48 永久宅裏古墳

49 石台遺跡

50 上向紋遺跡

51 向小紋遺跡

52 才塚遺跡

53 小無田I遺跡

第 4図 山代沖田遺跡と周辺の遺跡分布図 (S=1:25,000)
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第 3章 調査の成果

第 3章 調査の成果

第 1節 調査の経過と概要 (第 5図 )

山代沖田遺跡は茶臼山南西麓に広がる緩傾斜地に所在する。標高約18～22mに位置し、現況は雑種

地であるが以前は畑地であつた。

住宅団地開発に伴 う発掘調査であり、道路予定地に対して調査を実施した。当初の計画では、開発

範囲西端の南北方向とその途中から東側に延びる幅 4mの範囲が調査区であつた。この調査区は現代

の水路で分断され自然と2区画に分かれていたので、東西方向に長い調査区を 1区、南北方向に長い

調査区を 2区 として調査を行つた。しかし、道路部分が開発範囲中央に変更になつたため追加調査が

必要となり、その追加調査範囲を 3区 として調査を実施した。尚、 1区と重複している部分について

は、調査を行つていない。

調査の便宜上、 1・ 2区調査の際に、 2区の西側、南北方向に 5mご とに任意で杭を打ち、そのラ

インに沿つてグリッドを設定した。調査区北西端を基点として、基点から南側にアルファベット、東

側に数字を各区画に順に割 り当て、その各区画の呼称 (例 lA区)と して調査をおこなつた。

試掘調査結果から、表土、耕作土直下が遺構面と考えられ、 1～ 3区 とも表上、耕作上を重機に

よって掘削し、遺構検出をおこなつた。その結果、建物、土坑、溝、多数の柱穴を検出した。

第 2節  l区の調査 (第 6図 )

1区は南北 4m、 東西33mの細長い調査区で、標高21m付近に位置する。

耕作土直下の地山面で遺構平面プランを確認した。遺構は小土坑、柱穴、溝を検出し、東ほど密度

が高く、西側ではほとんど遺構は確認されなかつた。耕作土直下が遺構面であるため畑の耕作痕や茶

の木などの植栽痕、電柱の控え線を固定するために掘られた土坑や農機具部品が混入した土坑が検出

された。調査区西側の溝 (SD01)は敷地の境界と排水を兼ねた溝に後から茶の木を植栽したもので、

土師器や須恵器、陶磁器が出土し、近世以降の溝と考えられる。

調査区中央付近の上坑 (SK01)は、南北2.lm、 東西1.7m、 深さ0,3mを潰1る 。土坑が埋まった後に

溝が掘られたもので、土坑内には10～20cm大の角礫が埋まっていた。遺物は出土していない。

調査区東端で南北方向に延びる溝 (SD02)を検出した。溝は調査区外へと続いており、現況で南北

3.9m、 東西1.3～ 2.3m、 深さ0.3～0.5mを測り、底面は南側に向かって傾斜していた。土坑内からは

土師器、須恵器の破片が出土している。

遺構の大半は柱穴であり、その約 9割については半裁をおこなつた。柱穴のなかには柱痕を示す土

層が確認できるものや根石が存在するものなど、掘立柱建物を構成するような柱穴を多く検出した。

柱穴の上縁径0.15～ 0,7m、 深さ0.1～0.5mを測り、土層断面から幅0.1～0.2mの柱痕とみられる黒色

土を確認した。柱穴内から多くの土器片が出土したが、いずれも小片で風化しており、図化できるも

のはなく、唯一、調査区西側の柱穴からはぼ完形の土師器の高台付皿が正位置で出上している。

柱穴から建物の復元を試みたが、確実に同じ建物を構成すると思われる柱穴の並びは確認できなかつ

た。柱穴から出土した遺物のなかには高台付皿の他にも中世の土師器と思われる破片があり、その時

期を中心とする遺構群の可能性が高いと考えられる。
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第 1節 調査の経過と概要・第 2節  1区の調査
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第 5図 調査区とグリッド配置図 (S〓 1:300)
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第 2節  1区の調査 。第 3節  2区の調査・第 4節  3区の調査

ガ旨∃患な年1脇SR絲頑窮奸乱齢itズ
く
羽 軍

外面にわずかにヨコナデがみられ、11～ 12世紀頃のものと思われる。   性__十年上__咀Cm

第 3節  2区の調査 (第 8図 )

第 7図  1区 出土遺物

(S=1:3)

2区は開発範囲の西側に位置する南北50m、 東西 3mの細長い調査区である。

調査区北側では耕作土直下が遺構面であつた。斜面下方にあたる調査区南側にいくはど耕作土以下

に褐色土や黒色土 (第 8図 12層、16層、18層、19層)が厚 く堆積していた。これらの土層からは土師

器、須恵器、陶磁器類が出土したが、南端最下層である第19層 (黒色土)か ら現代の瓦片が出上した

ため、最終遺構面に伴 う遺物包合層は存在しないと判断した。

遺構は柱穴や溝、土坑を検出し、南側ほど密度が高かつた。調査区北側半分強で、西壁に沿 うよう

に柱穴を切る溝 (SD01)が L字状に掘られていた。全長33.3m、 幅0.5～ 0。 6m、 深さ0.3mの 溝で、断

面の幅、深さや形状が 1区で検出した西側の溝 (SD01)と 近似していたので、ほぼ同時期に掘られた

ものと考えられる。この溝からは須恵器、土師器、磁器片や瓦が出上し、近世以降の溝と考えられた。

柱穴の規模は上縁径0.15～ 1.Om、 深さ0。 1～0.8mを測り、半裁をおこなつた結果、柱痕を示す土層

が確認できる柱穴も多く、柱痕径は0.15m程であつた。大部分の柱穴から土師器の甕片や須恵器のイ

片、蓋片が出上したが細片が多く、実測できるものは少なかつた。調査区の幅が約 3mと 狭いため、

同一建物を構成する柱穴は確認できず、建物の復元はできなかつた。

出土遺物 (第 9図 )

第 9図の 2～ 4は須恵器で、調査区南側の柱穴内から出土している。 2は蓋で口径13.3cmを測る。

日縁端部がわずかに届曲し、 8世紀後半から9世紀前半頃のものと思われる。 3は不である。口径

11.4cm、 底径8.6cm、 器高4.2cmを測り、 2と 同時期と思われる。 4は甕片である。 5は堆積土から

出上した土師器の甕片である。日縁は緩やかな「く」の字状を呈し、内面にヘラケズリがみられる。

6はL字状溝 (SD01)か ら出土した平瓦である。残存長11.6cm、 器厚1.5cmを測 り、近世以降のもの

である。

第 4節 3区の調査 (第10図 )

3区は、開発範囲の中央付近に位置する東西 6m、 南北58.6mの調査区で、一部が 1区と重複する。

調査途中で 4mの道路幅が 6mに変更され、調査区域を西側に2m拡張することとなり、一部表土掘

削を行つていた東側 lm部分については、検出面の実測のみを行い、掘削は行つていない。

調査区内からは、掘立柱建物、竪穴建物、土坑、溝、多数の柱穴を検出した。遺構は全て地山面か

ら検出され、遺構のなかには耕作痕や植栽痕、電柱の控え線を固定するために掘られた上坑もあり、

他の区と同様、近現代の上坑が混在していた。

表土、耕作土直下が地山の遺構面であり、一部遺構面上に黒色土 (第24層 )がみられるところが

あった。この黒色土は 2区でみられた黒色土 (2区 第16、 19層)と 同層であり、最終遺構面に伴 う

ものではないと思われる。調査区南端では黒褐色粘質土 (第 5層)や褐灰色粘質土 (第 6層)が堆積

-9-
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第 4節  3区の調査

10cm

第 9図  2区 出土遺物 (S=1:3)

し、その上層には近現代以降の盛土がみられた。この粘質土から遺物は出上していないため、時期は

わからないが、後述する土坑内から陶器が出土しているため、近世以降の堆積土と思われる。

1.遺構

①竪穴建物S101(第 11図 )

調査区南側の東壁側で検出した建物である。検出面標高19.Omを測る。建物の南側はコンクリー ト

塀の攪乱によって、東側は調査区外になるため、遺構全体を調査していない。現状で南北2.4m、 東西

2.35mを測り、ほぼ方形を呈する。上層から掘られたピットを合め、 8個のピットを検出し、S101に

伴 うと思われるピット (SP l～ 4)は直径0。 3m前後、深さ5～ 10cmの浅いものである。床面中央に

焼土があり、壁帯も存在することから、竪穴建物が建つていたとは考えられるが、ピットが浅く、ど

のような建物であったかは不明である。遺物は第 6層 (黒色土)か ら土師器の寮片が出上しているの

みで、ピット内からは出土していない。

出土遺物 (第12図 )

第12図の 7は土師器の甕片の頸部である。外面は風化し、内面にハケロがみられる。

時期

出土遺物から古墳時代の建物と考えられる。

②掘立柱建物SB01(第13図 )

SB01は調査区中央で検出した南北を棟とする建物である。検出状況、土層観察から後述するSK01、

SK02よ り新しい。調査区東側で柱穴確認の為T-1、 T-2の掘削を行った。T-1では柱穴は確認で

きなかつたが、T-2において柱穴を確認したことから、SB01は桁行 3間 (8.4m)、 梁間 2間 (4.7m)

の建物と確定した。主軸方位はN-14° ―Eを測る。柱間寸法は桁行2.8m、 梁間2.3m、 2.4mである。
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第 4節  3区の調査

柱掘 り方はほぼ円形を呈し、上縁径0。 9～ 1.2m、 検出面からの深さ0.5～ 1.3m、 底面標高は19.1～

19.3mを測る。柱痕径0。 23～0.27mの柱痕跡と考えられる黒色上が底面まで達しているものがあり、柱

穴の底面には柱当たりの痕跡がみられた。柱掘り方埋土は明黄褐色土と黒色土がランダムではあるが

交互にみられ、版築を意識したようにも思われる。柱掘り方埋土から土師器、須恵器、中世須恵器が、

T-2で検出した柱痕土層に落ち込む形で古代瓦が出上している。

出土遺物 (第 14図 )

第14図 の 8～ 10は須恵器である。 8は 口径14.8cm、 底径9,Ocm、 器高6.2cmを 測る高台付杯であ

る。高台は低 く、体部はやや 「ハ」の字状に開き、 8世紀中葉から9世紀初め頃のものである。 9は

皿で、日径18.8cm、 底径14.4cm、 器高3.8cmを測る。 8と 同時期のものである。10は甕片、11は甑

の把手である。12は壷・甕類と思われる中世須恵器の破片である。黄灰色を呈し、軟質で外面に浅い

格子目叩き、内面にも格子目の叩きがみられる。内側に格子目の叩きがあるのは珍しく、中世でも古

い方と思われる。13は英斗瓦である。片面に糸切 り痕、もう片面に糸切 り後縄目の叩きを施し、焼成

後に割るための深さ2mm、 幅 3mmの分割線がみられる。

.9-

WOO苛 〒ヽ

ヽ
マ

／
／
／

ラ

マ

ヌ
｀
 7

0     1:3    10cm

第12図 S101 出土遺物

(S=1:3)
＼ e,

1 灰黄掲色土 (表土)

2 灰黄掲色土 (耕作土)

3 砂利
4 明黄掲色土

5 黒褐色土

6 黒色土 (軟 らかい)

7 掲灰色土 (硬 い)

0    1180   2m

(S=1:80)

暑3-忍
′
ザ
イ

⑤

．

第11図 S101 実測図
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第 3章 調査の成果

④③

◇

◎

ぜ 乳爛

③ 口
T-1

ＳＰ６

膨

黒褐色土 (黒色土と明黄褐色土が斑に混じる)

明黄掲色土

黒色土 (■ の部分)

褐灰色土

0            1180           4m

第13図 SB01 実測図 (S=1!80)
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時期

SB01は柱穴の掘り方から出上した中世の須意器片 (12)か ら中世前半以降と推測される。

③掘立柱建物SB02(第15図 )

SB01の北側で検出した総柱構造の建物である。建物の規模は桁行 2間 (3.6m)、 梁間 2間 (3.4m)

を測 り、主軸方位はN-14° ―Eで ある。柱穴の形状は円形や楕円形を呈し、上縁径0.5～0,7m、 深

さ0。 1～0.6m、 底面標高19.9～20.5m、 柱痕径は0.22～0.24mを 測る。四隅の柱穴 (SP l、 3、 7、

9)はやや深く通し柱で、他の柱穴 (SP 2、 4、 5、 6、 8)は浅いため床束であったと考えられる。

SB01と 主軸方向が同じであること、また、SB01、 02の西側柱筋が揃っていることから、同時期に存在

していた可能性が高い。SB01北側柱とSB02南側柱の距離は約1.8mと 狭く、隣り合 うように建っていた

ものと推測される。柱穴内からは土師器、須恵器、資器系陶器が出土している。盗器系陶器は柱穴の

検出面から出上し、耕作土の攪舌しにより後から入 り込んだものと思われる。

13

第14図 SB01 出土遺物 (S=1:3)

第 4節  3区の調査

0       1:3     10cm
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第 4節  3区の調査

出土遺物 (第 16図 )

第16図 の14、 15は柱穴埋土から、16は柱穴の検出面から出上 している。14は 土師器の外で口径

13.6cmを潰1る 。体部は丸みをおび、口縁部はやや外反する。12世紀頃のものと思われる。15は須恵器

の皿である。口径13.7cmを測 り、日縁部は緩やかに外反する。 8世紀中葉から9世紀中葉のもので

ある。16は資器系陶器でにぶい赤褐色を呈し、黒色の斑点がわずかにみられ中世後半頃のものと思わ

れる。

時期

出土遺物、SB01と の関係から中世前半以降と思われる。

④掘立柱建物SB03(第 17図 )

調査区南側で検出した建物で、一部SB04と 重複しており、建物の西側は調査区外へと続いている。

両建物の検出面が耕作土直下の地山面であること、後述するSB04か ら遺物が出土していないことから、

新旧関係は確認できなかつた。検出した範囲での規模は、桁行 3間 (8.8m)、 梁間 1間 (2.lm)で、

主軸はN-12.5° 一Eである。柱穴はほぼ円形を呈し、柱穴径0.6～0.7m、 深さ0。 2～0.5m、 底面標高

18.0～18.6mを測 り、柱痕径は確認できたもので20cm程あつた。柱穴内からは土師器、須恵器が出土

している。

出土遺物 (第18図 )

第18図の17は土師器の甕の口縁である。18は須恵器の邦で、日径14.6cm、 底径9,2cm、 器高5.3cm

を測る。高台は低 く、体部が「ハ」の字状に開くもので、 8世紀後半から10世紀後半頃のものである。

他に図化は出来なかつたが、胎土や焼成から中世と思われる郵片が出上している。

時期

出土遺物や建物の主軸方向がSB01・ 02と はぼ同じであることなどから、中世以降の可能性が高いと

考えられる。

⑤掘立柱建物SB04(第17図 )

SB03と 重複する建物で、西側調査区外へと続いている。検出した範囲での規模は桁行 2問 (3.4m)、

梁間 1間 (1.7m)、 主軸はN-13° 一Eである。桁行柱穴間は1,7mを測 り、SP 9の 1,7m先 に柱穴を確認

していないことから、この建物の桁行は 2間 と考えられる。柱穴は削平され不整形なものもあるが、

上縁径0.5～0.8m、 深さ0.1～ 0。 3m、 底面標高18.6～ 18,7mを測 り、柱痕が確認できたものは直径が

10cm程であつた。柱穴内から遺物が出上していないため、時期は不明であるが、主軸方向が他の掘立

柱建物とはぼ同じであることから、あまり時期差のない建物と推測される。

⑥溝SD01・ 02(第19図 )

調査区北端で検出した溝である。

SD01は幅1.7m、 深さ0.35mの東西方向にみられる溝である。南側は 2段になつており、断面は浅い

U字状を呈する。底幅は西側では狭く、東側で広がり、底面は西側から東側に向かつて傾斜していた。

埋土からは土師器、須恵器の破片が出土したが、時期を特定できるものはなかつた。

SD02はSDOlが埋まった後に掘られた長さ2.55m、 0。 35m、 深さ 5cm、 南北方向の浅い溝である。底

面は北から南に向かつて傾斜していた。埋土中からは土師器、須恵器の他陶磁器の細片が出土し、近

世以降の溝である。

-17-
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⑦土坑SK01(第20図 )

東西2.lm、 南北1,95m、 深 さ0.15～ 0.25mの 隅丸方形の

上坑である。土層断面からSK01が埋まった後にSB01のSP 3が

掘られている。意図的に方形に掘られたものであるが、 1、

2区から同じような土坑は検出されておらず、性格不明の土

坑である。土坑内からは 8世紀中葉から9世紀初め頃の遺物

が出上し、遺物からもSK01が SB01よ り古いと考えられる。

出土遺物 (第21図 )

第21図 の19、 20は皿である。19は 口径14.4cmを測 り、底

部は内湾し、口縁部は短 く外反するものである。20は 口径

19.4cmを測 り、日縁端部内面がわずかに沈線状になつて

Vヽ る。

③土坑SK02(第20図 )

SK01の南西側に位置する。SK03・ 04・ 05と 切 り合い関係にあり、

SK05→SK02器K03・ 04と 考えられる。

第19図  SD01・ 02 実測図 (S=1:80)

土層断面や検出状況から古い順に

SK02の南西端は明確にできなかったが、土層断面から長径3.9m、 短径1.9m、 深さ0.58mを 測 り、

主軸は南西方向である。形状は隅丸の長方形を呈し、内面は 2～ 3段状に落ち、壁面は凸凹してい

た。埋土は上層が硬い黒褐色土 (第20図 第 3層 )、 下層が軟らかい黒色土 (第20図 4層)で、本調査

区のなかで最も多くの遺物が出上した遺構である。特に 3層 に遺物が多く、土坑北端の検出面からま

とまって出上している。土師器の甕、須恵器の必、製塩土器などが出土し、 9世紀前半頃の土器もあ

ることから、土坑が埋まった時期も同時期と考えられる。

出土遺物 (第22図 )

第22図 の21～ 23は須恵器である。21は日径■ .5cm、 底径8.6cmを測る邦である。22は口縁端部がや

や外反する日径13.5cm、 底径 10。 4cmを測る皿である。23は高台をもつ邦で、高台は低 く、体部はやや

「ハ」の字に開き、底部外面は回転糸切 り後ナデ調整を施す。口径15.4cm、 底径10.2cm、 器高6。 4cm

＼

第 4節  3区の調査

0     1:3    10cm

第18図 SB03 出土遺物

(S=1:3)

1 暗オ リーフ褐色土

ヒ こ

SD02
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1 黒福色土 (炭多 橙色ブロック混)

2 黒色■と黄橙色■の混合土 (Se01,sP9埋 ■)

3 黒色土 (SK01遅 土)

0

第20図  SK01～05 実測図
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0     1:3    10cm

第21図 SK01 出土遺物 (S=1:3)

第 4節  3区の調査

を測る。24～26は土師器である。24は 口径12.4cm、

器高3.6cmを測る必で、内外面に赤褐色の顔料が塗

彩されている。内面の底面には円弧状の暗文がわず

かにみられ、ヘラミガキが施されている。底部外面

には手持ちヘラケズリを施す。25、 26は土師器の輩

である。27～28は製塩土器である。28、 29の器壁は

薄く、27はやや厚めである。手捏で、内外面とも風

化しているが指頭圧痕がわずかにみられる。27の 口

縁端部外面は淡黒色に変色していた。

③土坑SK03(第20図 )

SK02が埋まった後に掘られた土坑である。全容は

出土遺物 (S=1:3)

-21-
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第 3章 調査の成果

不明であるが、現状で東西0.5m、 南北0。 9m、 深さ0。 lmを

測る。遺物は出上していない。

⑩土坑SK04(第20図 )

土層断面からSK02が埋まつた後に掘られた土坑である。

現状で、南北1.12m、 東西0。 8m、 深さ0。 lmを測り、土坑

の西側はSK02半裁時に掘削したため不明である。遺物は出

上していないので性格や時期は不明であるが、埋土や形状

第24図  SD03・ 04、 SK06・ 07 実測図 (S=1:80)

30

0      1:3     10cm

第23図 SK05 出土遺物 (S=1:3)

剖
=

i 掲灰色■

ぽ
臨
喘
◎

Sb①
SK07

@
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第 4節  3区の調査

がSK03と よく似ていることから、同時期に掘られ

た可能性がある。

①土坑SK05(第20図 )

SK02の南側で検出した土坑で、土層断面の切合

関係からSK02よ り古い。現状で東西1.25m、 南北

0.7m、 深さ0。 2mを測り、土坑内から須恵器が出

上している。

出土遺物 (第23図 )

第23図 の30は蓋で日径15.2cmを測る。口縁端

部はわずかに屈曲し、 9世紀前半頃のものと思わ

れる。31は日径ll.6cm、 底径8.6cmを測る邦で 8

世紀から9世紀代のものである。

⑫溝SD03(第24図 )

調査区南側で検出した南北に走る溝で、長さ

12m、 幅0,7～ 1.4m、 深さ0.1～0.2mを測る。溝

の底面からSK06を検出した。遺構内からは土師

器、陶磁器類が出土し、緑釉の布志名焼の破片が

出土していることから江戸時代後期以降の溝と思 第25図  SK06

われる。

④溝SD04(第24図 )

調査区南端で検出した長さ1.3m、 幅0.5～0.7m、 深さ5cmの浅い溝である。SD03と の切り合い関係

からSD04が古いと考えられるが、遺物が出上していないため時期は不明である。

⑭土坑SK06(第24図 )

SD03底面から検出した土坑である。南北1.3m、 東西1.5m、 深さ43cmを測る。遺構内からは陶器が

出土し、近世以降の上坑である。

出土遺物 (第25図 )

第25図 の32は肥前の壷である。底径10.Ocm、 器高19.lcmで頸部から上を欠いている。外面にはに

ぶい黄褐色の釉がかかり、内面には指頭圧痕や叩き痕が残る。底部には重ね焼きした時の容器の痕跡

がみられる。

①土坑SK07(第24図 )

SK06の南東側で検出した土坑で、東西1.3m、 南北1.15m、 深さ68cmを測る。土坑内から遺物は出

土していない。
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第 4章  まとめ

第 4章 まとめ

今回の調査は、宅地開発事業のなかの道路予定地部分だけの調査であり、調査範囲が限られていた。

狭い範囲の割に多くの遺構が検出され、検出状況から溝は調査区外に続き、また、T-2で検出した柱

穴のように調査区外で確認されたものもあり、遺構が調査区外に広がつている状況がみられた。

調査の結果、建物や土坑は茶臼山南麓の標高約18～22mの緩斜面下側で検出された。本遺跡北側で

行つた試掘 トレンチ (T-5・ 6)の結果からは、緩やかな地山面が確認されているのみで、遺構、遺

物を検出していない。 トレンチ調査は部分的な調査であり、耕作による地山面の削平や堆積上の流失

によって一概には言えないが、遺構が偏在していた可能性がある。

調査区から、掘立柱建物、竪穴建物、土坑、溝、多数の柱穴を検出した。耕作土直下が遺構検出面

であることや遺物が出土していない遺構もあり、時期を特定できるものは少なかつた。

以下、遺構、遺物から山代沖田遺跡の変遷について述べてみたい。

調査区内の古い遺構は、古墳時代の堅穴建物である。この竪穴建物は、一辺が2.4m程の小さなもの

で、遺物は土師器の甕片のみであるため、詳細な時期は不明である。他に調査区内から古墳時代の蓋

杯、遮の破片も出上している。全調査区で堅穴建物はこの 1棟だけであるが、古墳時代に人々の生活

の場があったと思われる。調査区から出土した遺物は細片が多く時期を明確にできるものは少なかつ

た。遺物のなかに弥生土器と思われる破片は確認できなかつたため、調査区において、古墳時代から

人々の生活が始まった可能性が高いと思われる。

出土した遺物のなかで一番多かつたのは、 8世紀から10世紀頃の須恵器や土師器である。なかでも

8世紀後半～ 9世紀前半頃の須恵器の郷や皿が多く出土している。この時期の建物は特定できていな

いが、素掘 りの上抗SK01～05は出土遺物や検出状況からこの時期の遺構と考えられる。その上抗のな

かでSK02は、検出状況からSB01よ り古い土坑で、他に丹塗 りのイや製塩土器が出土している。製塩土

器は日唇部がやや尖つたものや丸くおさめたもので、これらの製塩土器は 8世紀後半以降のものと思

われる。本遺跡周辺で製塩土器が出土しているのは、出雲国府跡や山代郷正倉跡、上小紋遺跡、黒田

畦遺跡など官衛遺跡に関連する遺跡であり、本調査区周辺にも 8世紀後半から9世紀頃の官符的な建

物が存在していた可能性が窺われる。

他に、 1点ではあるがT-2から出土した古代の英斗瓦がある。この瓦は山代郷南新造院 (四王寺)

に瓦を供給していた小無田Ⅱ遺跡の瓦窯出上のものと似ており、また位置的にも近 く、なんらかの関

連性が窺われる。

次に、復元できた中世前半以降の建物 (SB01～04)である。掘立柱建物 4棟を確認し、そのうち 1

棟は総柱建物であつた。掘立柱建物のなかで特に注目されるのはSB01で ある。南北 3間、東西 2間、

主軸方位N-14° ―E、 柱穴の直径 lm前後、深さ0.5～ 1.2m、 柱間寸法2.8m、 柱痕径0。 23～ 0.27mを

測る。円形の掘 り方に、黄色土と黒色土をランダムではあるが交互に入れ、版築を意識しているよう

に思われる。周辺の遺跡において、柱穴内埋土で版築状の上層が確認されているのは、下黒田遺跡や

山代郷正倉跡である。これらの版築状土層はきれいな互層状をなし、掘 り方は方形であり、山代沖田

遺跡の時期とは異なる。しかし、SB01の柱の掘 り方の規模や埋上の状況から判断すると、SB01の建て
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方は古代の様相を残す中世前半以降の建物といつてもいいのではなかろうか。SB01の柱は直径25cm前

後を測り、柱穴底面には柱当たりの痕跡があつた。後世の削平を受けているとはいえ、調査区内から

は殆ど瓦の出上を見ておらず、瓦葺屋根の可能性は低いと考えられる。

SB02はSB01北側に隣接する総柱建物である。SB01と 建物の主軸方位が同じであり、また、西側柱筋

がそろつていることから同時期に建っていた可能性が高い。風上記の丘周辺において、 8世紀後半に

は一般集落内でも総柱建物が出現することや一般集落では 3間 ×2間の掘立柱建物が建築として普遍

的な存在であることから、SB01は主屋、SB02は付属建物であつたのではなかろうか。また、SB01の柱

痕や掘方径の大きさ、床面積の広さから一般庶民とは考え難く、有力者の居館と思われる。

また、調査区南側では、重複するSB03、 04を検出している。主軸方位がSB01・ 02と はぼ同じである

ことから、同時期に存在し、建替えられたものと思われる。

山代沖田遺跡が存在する緩斜面全体を調査してはいないが、 1区からも中世前半の遺物が出土して

いることから考えると、中世前半以降に当地域に有力者が居館を構え、その周辺に人々の住居が存在
てん ま だに

していたことが推測される。本遺跡から南東方向、意宇平野南側丘陵に位置する天満谷遺跡では、中

世前半の掘立柱建物や溝、土師質土器や中世須恵器、輸入陶磁器、陶器が確認され、豪族の館跡と考

えられている。しかし、SB01の ような大きな柱穴をもつ建物はなく、また総柱建物を伴つたものはな

い。詳細な時期はわからないが、意宇平野南側丘陵と茶臼山から南西に派生する緩斜面にはそれぞれ

有力者が存在していたのであろう。

中世後半の遺構は確認されていないが、15～ 16世紀の盗器系陶器が出土しており、同時期の遺構の

存在が窺われる。

近世以降の遺構としては溝や土坑が検出され、陶磁器の破片が出上している。遺構の性格は不明で

あるが、周辺に人々が存在していたことは確実であり、地勢や歴史的様相を示すような字名も残つて

いるのは興味深い。

例えば、今回の調査に直接関係してはいないが、山代沖田遺跡の北側には、現在は存在していない

「光泉寺」という寺の字名がみられる。周囲には、「鍛冶場」「市場」という字名も残っており、当地域

は「光泉寺」を中心とした集落があつたと考えられ、「沖田」もその集落に関連した水田であつた可能

性が考えられる。

さらに詳しく「光泉寺」について述べてみたい。「光泉寺」を語る上で、茶臼山の頂上から少し南

東中腹に位置していた「高森神社」から語ることが必要となる。「高森神社」は山代村の氏神であつ

た。「風土記抄」 (1683年)には山代山 (茶臼山)の小さな森を高森大明神の社と記したが、社殿の存

在は不明である。延宝 8(1680)年、当時山代村に属していた古志原の開拓が進み、氏神の勧請が必

要となり、その関係から「高森神社」を現在の古志原 「山代神社」の位置に勧請し、古志原 「高森神

社」と称した。その後、文化10(1813)年 の『天文方御用手鏡』には古志原 「高守山代大明神」と記

され、明治 4(1871)年 の社格決定の際には現在の「山代神社」となつた。山代の「高森神社」が古

志原の「高森 (守)神社」 (後世 「山代神社」と称する)と なつた。「鍛冶屋」、「市場」の字名は古志

原にもあり、山代村のその字名の場所で生活していた人々の一部が古志原に移住し、そこでまた同じ

字名を付けたことが推測されている。

享保 2(1717)年に編纂された『雲陽誌』の古志原について記載されているところに、「此所近年民
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家を作、夏より秋にいたるまで牛馬の市を催、土人群集す。」「高守神社」延宝年中勝部氏勧請す。「観

音堂」 とある。この 「観音堂」は現在の古志原交番の南西丘の上にある 「亀龍山 光泉寺」観音堂で

ある。高守神社が勝部氏によって勧請 された と同様 に、山代村にあつた光泉寺も古志原の 「観音堂」

に勧請 されたと推測 される。

今回の調査では、「光泉寺」周辺の様相を解明するような遺構は確認 されなかつた。 しか し、山代

沖田において、古墳時代から現代まで脈々と人々の生活が続き、出土遺物の量から 8世紀後半～ 9世

紀前半頃にそのピークを迎えたと思われる。また、茶臼山南麓に中世前半以降の居館が建っていたこ

とが確認 されたことは、風上記の丘周辺の中世を解明する上で有意義であったと考えられる。今後、

周辺の調査が進めば、山代周辺の歴史的な様相や字名に関係するような集落等が発見される可能性は

高い。

註1 奥田元宋・小由女美術館館長 村上勇氏、大田市教育委員会 西尾克己氏の御教示による。

註2 島根大学法文学部 教授 大橋泰夫氏のご教示による。

註3 島根県古代文化センター「9.集落・農地などの復元」『出雲国府周辺の復元研究』 2009年。

註 4 註 2に同じ。

註 5 風土記の丘 調査員 山本和寛氏の御教示による。

大庭公民館『わがとこ聞きある記 語 りつぐ大庭の歴史』 平成23年。

註 6 黒沢長尚『雲陽誌』 享保 2(1717)年。

註 7 註 5に同じ。

表 1 検 出 した建物の規模 と出土遺物

遺構番号 主軸方位 Pit番号
法量 (m)

出土遺物
上縁径 深 さ 底面標高 柱痕径

SB01
桁行 3聞
(8 4■ n)

梁間 2間
(47m)

N-14° ――E

須恵器 :皿、甕  土師器片

SP 2 10 07 須恵器 :郵、蓋  土師器片

10 須恵器 :不    土師器 :把手
中世須恵器

11 須恵器 :甕

SP 5 10 13 土師器 :邦

12 12 0 25 須恵器片    土師器片

SP 7

(T-2) 10 須恵器 :郵   憂斗瓦

S802
桁行 2間
(36m)

梁間 2間
(34m)

N-14° ――E

0 22 須恵器 :芥    土師器 :甕

SP 2

須恵器 :皿

SP 7 土師器 :必

0 22

盗器系陶器

ＳＢ０３的的蜘的
N-12 5° ――E

須恵器 :郵   土師器 :寮

0 17 須意器 :不、甕 土師器 :郵

須恵器 :邦    土師器片

須恵器 :邦    土師器片

須意器 :甕    土師器片

SB04
桁行 2間
(3 4rn)

梁間 1間
(17m)

N-13° 一E

SP 6

SP 7

SP 8

SP 9

-26-



土器

挿図番号 1上位置 種類 器種
法量 (cm)

調整・手法の特徴 胎土 色調 残存 備考
日径 底径 器高(残高:

1

区

穴
１
柱 土師器 高台付皿 87 51

外

肉
“アナ

化

横

風
石英・長石微粒を多く
合む

外

内
淡自赤橙色
白橙色

ほぼ完形

2
区

穴
２
柱 須恵器 蓋

外

肉
回転ナデ
回転ナデ

0 5mm以 下の自色砂粒
をやや合む

外

内
灰色
灰色

1/8以下

3
区
穴

２
柱 須恵器 イ

俳
降
納

回転ナデ

回転糸切り痕
回転ナデ

〕5mm以下の白色砂粒
をやや合む

外

内
黄灰色
黄灰色

1/5

4
区

穴
２
柱 須恵器 霊

外

内
叩き痕
当て具痕

0 5mm以 下の自色砂粒
をわずかに合む

外

内

色

色

灰

灰

5
2区

堆積土
土師器 菱

外

内
風化
ヘラクズリ ナデ

lmm以上の自色砂粒
を多く合む

外

内
にぶい黄橙色

橙色

7 土師器 墾
外

内
風化
ハケロ

lmm以下の自色・茶
色砂粒を合む

外

内
橙色
にぶい橙色

8
SB01
(SP 3)

須恵器 杯
∝
劇
硼

回転ナデ

回転糸切 り痕
回転ナデ

lmm以下の自色砂粒
をやや合む

(外)灰色
(内)灰色

9
SB01
(SP l)

須恵器 皿 144

硼
劇
硼

]転ナデ
]転糸切り後ナデ
]転ナデ

浄止ナデ

0 5mm以 下の自色砂粒
を多く合む

(外)黄灰色

(内 )黄灰色

S801
(SP l)

須恵器 変

外

内
回転ナデ
回転ナデ
静止ナデ

0 5mm以 下の白色 黒
色砂粒を合む

(外 )灰色
(内 )灰色

外面に凹線と波状文

SB01

(SP 3)
土師器 把手 72 (外 )風化

一部ハケロが残る
0 5mm以 下の自色砂粒
を合む

外

内

色

色

橙

橙

SB01

(SP 3)
中世須恵器 壺・寮類 ? 70

外

内
格子目叩き
格子目「Fき

0 5mm以 下の自色砂粒
長石を合む

外
内

他

黄灰～灰美色

黄灰色

断面 :灰 白色

SB02
(SP 7)

土師器 郷 32
風

風

外

内
0 5mm以 下の自色砂粒
をわずかに合む

外

内
にぶい黄橙色
浅黄橙色

SB02
(SP 4)

須恵器 皿

(外 )回転ナデ
底部 回転糸切り後ナデ
(内 )回転ナデ

0 5mm以 下の自色砂粒
をやや合む

外

内

色

色

灰

灰

黄

黄

SB02

(SP 9)
甕器系陶器 43

外

内
回転ナデ
回転ナデ

0 5mm以 下の自色砂粒
を多く合む

外

内
黒褐色
にぶい赤褐角

内側に焼成により黒く
れった砂維がみられる

SB03

(SP l)
土師器 贅 40

風

風

外

内
0 5mm以 下の自色砂粒
を合む

(外 )黄橙色
(内)昔精角

SB03

(SP 3)
須恵器 郷 53

デ

デ

ナ

ナ

転

転

回

回

外

内
0 5mm以 下の自色砂粒
をやや合む

外

内
灰色
貶魯 1/5

SKlll 須恵器 皿
デ

デ

ナ

ナ

転

転

回

回

外

内
0 5mm以 下の自色砂粒
を合む

色
角

灰

灰

外
内 1/8以下

SK01 須恵器 皿 31
い
螂
的

司転ナデ
]転糸切 り後ナデ
]転ナデ
許止ナデ

1～ 2mm以上の自色
砂粒を合む

色

色
灰

灰

外

内 1/3

SK02 須恵器 郷 115 49

(外 )回転ナデ

底部 回転糸切 り痕
(内 )回転ナデ

静止ナデ

lmm以下の自色砂粒
をやや合む

(外)黄灰色
(内 )灰黄色

4/5

SK02 須恵器 皿

(外 )静止ナデ

回転ナデ

底部 回転糸切 り痕

(内 )静止ナデ
回転ナデ

0 5mm以下の白色砂粒
を合む

色

色

灰

灰

外

内

須恵器 邦

t外 )回転ナデ
罠部 回転糸切り後ナデ
(内 )回転ナデ

静ILナ デ

0 5mm以下の白色砂粒
をやや合む

(外)灰色
(内 )灰色

SK02 土師器 郷

外)ナデ
重部 ヘラケズリ
内)ナデ
篭部 ヘラミガキ ナデ

lmm以下の白色砂粒
を合む

(外)赤掲色
(内)赤褐色

4/5 内面にわずかに暗文、
解読不明の線刻有

SЮ2 土有T器 斐
外

内
ナデ ハケロ
ナデ ヘラケズリ

)5mm以下の白色砂粒
を合む

(外 )浅黄橙色
(内 )にぶい黄橙色

1/8以下

SK02 土lF器 斐 117
外

内

ハケロ ナデ
ハケロヘラケズリ

lmm以下の白色砂粒
を多く合む

(外 )浅黄橙色
(内 )浅黄橙色

外面一部黒変

SK02 製塩土器 23
外

内
指VR圧反
ナデ

0 5mm以 下の自色4/N粒

をわずかに合む
(外)橙色
(内)橙色

外面一部黒変

SK02 製塩土器
外

内

痕

痕
圧

圧

頭

頭
0 5mm以 下の自色砂粒
をやや合む

色

色

橙

橙

黄

黄

外

内

製塩土器
外

内

痕

痕
圧

圧

頭

頭 白色微細粒をやや合む
色

色

橙

橙

黄

黄

外

内

須恵器 畜 152 19
外

内
回転ナデ
回転ナデ

0 5mm以 下の自色砂粒
を合む

(外)灰色
(内 )灰色
(端部)灰黄色

1/5以下

S漁95 須恵器 杯

い
騨
的

回転ナデ

回転糸切 り痕
静止ナデ
回転ナデ

)5mm以下の白色砂粒
を合む

色

色

灰

灰

外

内 4/5

SK06 陶器 瓶

(外 )ヘラケズリ ナデ

(内 )指頭圧痕 ナデ
叩き痕

0 1mm以 下の自色細粒
を合む

(外)赤褐色
(内 )赤褐色

2/3 施釉

瓦

表 2 遺物観察表

挿図番号 出上位置 器種
法量 (cm)

調整・手法の特徴 胎土 色調 備考
残存長 最大幅 器厚

6

2区
し字状溝
(S001)

平瓦 116 113
風
風

外
内

lmm以下の白色砂
粒を多く合む

外

内
淡黄色
灰色

外面一部黒変

13
SB01

(T-2) 奥斗瓦 143
(外 ) 縄目叩き

糸切 り痕
糸切 り痕(内 )

0 5mm以 下の白色砂
粒を合む

色

色

灰

灰

黄

黄

外

内
深さ 2mm、 幅 3mm
の分割線有
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図版 1

1区・ 2区 調査前近景

(南西から)

1区 完掘状況

(西から)

1区 完掘状況

(南から)



図版 2

2区 完掘状況

(南西から)

2区 完掘状況 (一部 )

(北西から)

2区  L字状溝 (SD01)完掘状況

(南西から)



図版 3

3区 調査前近景

(南西から)

完掘状況

(南西から)

S101 完掘状況

(南 から)



図版 4
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SB01 完掘状況

(西から)

SB01 SP 6 斗等載】犬況

(ヨ ヒん`ら)

SB02 完〕司】犬況

(P蜀 から)

,'■ i′

―

れれ !

ｆ
ｒ

．　
～
　
ヽ
ィ



図版 5

SB01・ 02 完朝講伏況

(耳ヒから)

SB03・ 04、 SK06・ 07、

SD03 完掘状況

(南から)

SD01・ 02 完掘状況

(南東から)



図版 6
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SK02・ 03・ 04・ 05

完掘状況 (南 から)

3区  SK02
遺物出土状況

3区  SK02
遺物出土状況



図版 7

2区 出土遺物

3区  SB01出土遺物



図版 8

3区 SB01出土遺物 3区  S101出土遺物

3区  SB02出土遺物

3区  SB03出土遺物

3区  SK01出土遺物

3区 SK03出土遺物



図版 9
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3区 SK02出土遺物
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調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 東経
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代
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防
県
し
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町
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番
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32201 Dll12

35° 26′ 02″ 20120406
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20120806
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712.8コだ 茶臼山団地
開発

133° 05′ 24″

所収遺跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

た
田
鮭
跡

離
沖

賜
代

韓
山
い遺

集落跡
古墳時代
から近世

掘立柱建物
竪穴建物

土坑
溝

柱穴

土師器
須恵器
中世土器
陶磁器

茶臼山の南西麓の緩斜面から、掘立
柱建物、竪穴建物、多数の柱穴、土
坑、溝を検出した。柱穴の直径が 1

m程ある掘立柱建物 (SB01)や総柱
の建物 (SB02)が確認され、これら
は出土遺物から中世前半以降の建物
と考えられた。
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